
「関西のインフラ強化を進めるために」第18回シンポジウム

この度、産経新聞社・「関西のインフラ強化を進める会」（近畿建設協会・建設コンサルタンツ協会近畿支部）の主催、国土交通省近畿地方整備局・近畿運輸局の後援に

よりシンポジウムを開催しましたのでご報告いたします。

本シンポジウムでは、「広域地方計画と近畿圏の将来像」をテーマに、2026年6月に新たに策定された近畿圏広域地方計画の理解を深めるとともに、産官学が協働して取り組む

べき広域的な地域づくりの方向性を共有し、重点施策の実行向上に寄与することを目的に、有識者と関係者による基調講演、パネルディスカッションを行いました。

(一社)近畿建設協会

開催報告

➊ 日 時 ： 2026年8月18日(火)  13:30～16:40 

➋ 会 場 ： エル・シアター（大阪市中央区北浜）

❸ 主 催 ：産経新聞社

  関西のインフラ強化を進める会、

（近畿建設協会・建設コンサルタンツ協会近畿支部)

❹ 参 加 ： 約400名  

◆基調講演 国土交通省 技監 廣瀬昌由 氏

人口推移や法整備、過去の大災害などを振り返りなが

ら、社会情勢の変化を踏まえた今後のインフラ整備の方

向性を解説。今後の展望として、インフラを賢く整備・維

持できるようなシステムとそれを支える技術を開発し、AI

などの新しい技術を活用しながら、時代の変化を見据え

た新規整備に取り組んでいきたいと強調した。

◆ パネルディスカッション

「次期広域地方計画と近畿圏の将来像」をテーマに、「広域地方計画」との関わり方や今後の推進のあり方、これ

からの日本における関西の位置づけやあるべき姿について意見交換を行った。

木場氏 インフラの強靭化には、ハードだけでなく、ソフ

ト面、特に人材の強靭性を高めなければならない。

小林氏 これからの関西は、西日本中央回廊の西の

拠点としての位置を確立すると共に、アジア圏への玄関

口のとしての役割を強めていくことが重要。

澤柳氏 観光業では従来のモノ消費から変化し、最

終的には人と人とのかかわりが重要。シニアの活躍など、

社会の変化に対応した方策が必要。

都司氏 南北のラインだけでなく、夢洲からけいはんな

の東西にまたがるヒンフラを整備し、関西が面として発展

していくことが重要。

小林委員長 「KX(カンサイ・トランスフォーメーション)」に

向けて、インフラや人材、観光など、幅広い分野で関西

の将来像を描くことが肝要。

廣瀬 昌由 氏廣瀬 昌由 氏

小林 潔司 委員長 小林 潔司 委員長 都司 尚 氏都司 尚 氏
小林 賢太郎 氏小林 賢太郎 氏

澤柳 正子 氏澤柳 正子 氏木場 弘子 氏木場 弘子 氏



日刊建設工業新聞

（2026年8月21日）

産経新聞（2026年8月19日）

【開催予告】 第19回シンポジウム

日時：2026年10月29日(木) (予定)

会場：インテックス大阪 6号館 (予定)
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